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令和２年12月橋本市議会定例会会議録（第２号）その３ 

令和２年12月７日（月） 

                                           

（午前10時40分 再開） 

○議長（土井裕美子君）それでは、休憩前に引

き続き、会議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番２、10番 髙本さん。 

〔10番（髙本勝次君）登壇〕 

○10番（髙本勝次君）改めまして、皆さん、お

はようございます。 

 一般質問をただ今から行います。 

 今回、四点ありまして、まず、第一点目は、

新型コロナウイルス感染症対策、ＰＣＲ検査に

ついてであります。 

 新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査は、

行政検査の対象とならない場合、全額自己負担

となっています。 

 政府は９月15日、発熱や咳といった症状がな

くても、高齢者や持病のある人がＰＣＲ検査を

希望した場合、市区町村に対し費用の半額を補

助すると閣議決定しました。この決定は９月15

日からの実施としています。 

 本市における新型コロナウイルス感染症対

策について、いくつかお尋ねします。 

 まず、一つ目は、高齢者や持病のある人は感

染すると重症化するリスクが高い上、重症者が

増えれば医療提供体制を逼迫するおそれもあ

ります。政府は検査の受けやすい環境整備が重

要だと判断し、実施に至りました。私は政府の

この助成事業を本市でも実施されるよう提案

いたします。 

 二つ目に、９月議会で私がＰＣＲ検査センタ

ーの設置を要望したところ、橋本保健所管内に

設置する協議を今進めているところという答

弁でございましたので、現状どうなっているの

かお聞きしたいと思います。 

 大きな項目、二つ目で、結婚新生活支援事業

についてお尋ねします。 

 結婚新生活支援事業は以前から既に国の事

業として実施されているものです。少子高齢化

対策の一環として、新婚世帯の家賃や敷金・礼

金、引っ越し代など、新生活にかかる費用につ

いて補助する制度です。 

 対象は、一つの対象は婚姻日の年齢が夫婦と

も34歳以下である条件と世帯収入が480万円未

満などの条件に当てはまれば、30万円を上限に

費用補助を受けることができる、補助額の半分

を自治体が負担する制度であります。 

 和歌山市の場合、年齢は34歳未満、年収は340

万円以下という条件をつけております。30万円

を上限に費用補助することができるようにな

っています。 

 和歌山市の受付実績は令和元年度で36件あ

りました。当初予算は540万円を620万円に増や

しています。令和２年度も540万円の予算を組

み、現在34件を受け付けています。 

 和歌山市と本市で人口比較すると、約36万

7,000人に対して、橋本市の場合は約17％の６

万2,000人であります。本市でこの制度を実施

したとしても、そんなに予算は要らないと思い

ます。年収の少ない若者たちに少しでも何とか

住み続けてもらえるようにすることが、本市の

人口減少に歯止めをかけることになるのでは

ないでしょうか。この点をぜひ実施していただ

きたいと思います。 

 大きな項目、三つ目ですが、公民館等公共施

設使用料負担増の計画についてお尋ねします。 

 本市が社会教育団体、公民館サークルの代表

者に対して、公民館等公共施設使用料見直し案

の説明会を実施した件についてお尋ねします。 

 一つ目に、公民館等公共施設を利用している

社会教育団体、公民館サークルはいくつありま
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すか。 

 二点目に、説明会に参加された団体、公民館

サークルはいくつでしたか。 

 この説明会での、主な質疑応答どのようなこ

とがありましたか。 

 参加されなかった団体、公民館サークルから

は、どのように意見を聴取されましたか。 

 大きな項目、四つ目であります。本市の森林

整備についてお尋ねします。 

 本市は橋本市森林整備計画や橋本市木材利

用方針等によって森林整備が進められていま

す。橋本市木材利用方針には、本市の森林は地

域面積の約６割を占め、森林資源を生産・供給

する経済的機能はもとより、水源の涵養、土砂

災害の防止、地球温暖化防止、生活環境保全及

び保健文化機能等の多くの公益的機能を有し

ており、森林の適正な整備及び保全を図ること

により、これら森林の有する多面的機能が持続

的に発揮されることは極めて重要であると書

かれています。 

 本市の森林にナラ枯れ等の被害が出始めて

います。生活環境や防災の関係からお尋ねしま

す。 

 一つ目に、県道九重名倉線にある通称松尾道

を散歩道として事業されている市民は少なく

ありません。道中にナラ枯れの木が何か所かあ

り、木が傾いています。もし折れたりすると、

人や車に対して非常に危険です。県道ですので

伊都振興局に対策を申し出ていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

 二点目に、伊都振興局林務課を訪ねて、橋本・

伊都地域のナラ枯れ被害状況を聞いてまいり

ました。防災等の面からも心配されるところで

あり、本市の現在の対応についてお尋ねしたい

と思います。 

 壇上から質問は以上であります。どうぞご回

答よろしくお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さんの質問

項目１、新型コロナウイルス感染症対策・ＰＣ

Ｒ検査に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（吉田健司君）登壇〕 

○健康福祉部長（吉田健司君）新型コロナウイ

ルス感染症対策・ＰＣＲ検査についてお答えし

ます。 

 この11月以降、全国的に新型コロナウイルス

陽性患者が大幅に増えていることから、改めて

本市でも感染対策を徹底することが必要と認

識しています。 

 また、県内外においても各施設などでクラス

ターが発生している状況で、特に重症化リスク

の高い高齢者については感染予防を徹底する

ことが求められています。 

 まず、一点目の高齢者等のＰＣＲ検査の助成

事業を本市でも実施してはとの提案について

ですが、国は令和２年９月15日に、新型コロナ

ウイルス感染症の流行下における一定の高齢

者等への検査助成事業の実施を決定し、発熱や

咳といった症状がなくても、高齢者や持病のあ

る方の希望によりＰＣＲ検査を行う取組みを

実施する市町村に対して、事業対象者経費２万

円を上限として、検査費用の半額を国が補助す

ることを決定しました。 

 これを受け、事業実施をする市町村は県が策

定する検査体制整備計画との整合性を図る必

要があることから、県と協議を進めてきました。 

 県の方針として、本事業の対象者は、高齢者

施設に新規に入所する方のＰＣＲ検査に限定

した内容となっており、本市では140名分の検

査枠を見込んで、現在、国に実施計画書を提出

しているところです。 

 具体的には、特別養護老人ホーム、老人保健

施設、グループホーム、軽費老人ホーム、養護

老人ホーム、有料老人ホーム、サービス付き高

齢者住宅に新規入所する方が対象で、ご本人の

希望がある場合に本事業によるＰＣＲ検査を
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行い、２万円を上限として半額の助成を行うと

いう内容です。 

 次に、二点目の、橋本保健所管内にＰＣＲ検

査センターを設置することについてお答えし

ます。 

 ９月時点において、県は橋本保健所管内にＰ

ＣＲ検査センターの設置に向けて関係機関と

調整していると答弁させていただきましたが、

その後、冬期における季節性インフルエンザの

同時発生が懸念されることから、季節性インフ

ルエンザと新型コロナウイルス感染症の鑑別

を先に行うこととする方針に変更されました。 

 これにより、本年11月からは、県内の各保健

所に受信相談窓口を設置するとともに、かかり

つけ医がいる方は、まず、かかりつけ医に電話

相談を行い、かかりつけ医がＰＣＲ検査を必要

と認めた場合は、保健所の指示に従い、県と契

約を行っている医療機関を案内し、ＰＣＲ検査

を受けるという仕組みに変更されました。 

 また、かかりつけ医がいない場合は、平日は

保健所に相談し、医療機関が休日の場合はナビ

ダイヤルで接続される先に電話相談をするこ

とになっています。 

 当初導入を検討していたＰＣＲ検査センタ

ーは、９月以降、県内の医療機関によるＰＣＲ

検査体制が大幅に強化されたことから、現在設

置の予定はないと保健所から聞いています。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん、再質

問ありますか。 

 10番高本さん。 

○10番（髙本勝次君）まず、一点目にお聞きし

ます。 

 最初の①のところの再質問でありますが、本

市では今回、特別養護老人ホーム、老人保健施

設、グループホーム等に新規に入所する方が対

象で、本人の希望がある場合にＰＣＲ検査を、

２万円を上限として半額の助成を行うという

内容の答弁でありました。 

 例えば検査費用が２万円とした場合に、１万

円が国負担で、残り１万円の負担はどのように

なっていくのか、ご説明をお願いします。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）先ほど県から内

示が下りてきまして、140万円の内示が下りて

きたところですけども、これから市の事業計画

を立てている形になります。 

 また、医療機関とも調整する必要があります

ので、来年１月ぐらいをめどに実施していきた

いと考えているんですけども、国の補助が２分

の１以内、市がその２分の１を負担するという

ことで、例えば３万円要った場合は自己負担分

が１万円になります。 

 ただ、２万円に達していない場合も、平等性

の立場から本人負担をいくらか取る形にした

いということで事業計画を立てております。 

 ですので、２万円以下の場合でも、国の補助

が１万円ですので、個人負担をいくらかもらう

形ということで調整をさせていただきたいと

思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）２万円かかった場合は自

己負担が5,000円になるのではないかという話

も聞いておりましたんですが、次に、二点目を

お聞きします。 

 本人負担となりますと、低所得の方も含めて、

ＰＣＲ検査を希望しなかったら、そのまま高齢

者施設に新規入所することになりますが、それ

でもいいんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）先ほど答弁でも

言いましたように、今回、市の枠が140万円と

いうことで限度がありますけども、本人から希

望があればという答弁をさせていただきまし

たが、施設からの要望等がある場合も、その辺

も柔軟に対応させていただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 
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○10番（髙本勝次君）施設から要望、希望があ

る場合もあると思うんですか。もしなかった場

合はそのまま施設に入ってしまうということ

でよろしいんですか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）今も施設のほう

で検温等を行いながら施設に入る形になって

いますけども、今のところ、そういう形になっ

ていくと思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）そうしたら、施設や本人

からの希望がなかったら、そのまま入ってしま

うということで理解しておきます。 

 三つ目にお聞きしたいんですが、高齢者施設

が必要と判断して実施した自費検査は、新型コ

ロナ緊急包括支援交付金というのがあるんで

すが、この補助の対象になるのかどうか、お聞

きしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）新型コロナウイ

ルス感染症緊急包括支援交付金でよろしいで

すか。 

 これは和歌山県に確認したんですけども、介

護報酬の対象とならないかかり増し経費等に

対して、交付金を活用して支援を行う形になっ

ています。 

 このかかり増し経費につきましては、職員の

慰労金のほかに、新型コロナ対策に係る衛生用

品の購入、新規入所者のＰＣＲ検査費用も補助

対象として認められていますけども、補助金に

は一応限度があります。 

 また、令和３年１月末までに支払いや契約が

完了しているものに限るという基本的な制限

があります。 

 こういう形で、ほかの補助金との併用が認め

られないこともありますので、なかなかこれに

該当するものが、今のところですけども、少な

いと感じております。 

 また、本市が行う高齢者を対象とするＰＣＲ

検査の補助事業とも重ならないようになって

おります。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）そうしたら、お聞きした

いんですが、二点目のＰＣＲ検査センターの件

でお尋ねしたいんですが、最初の答弁で、県内

の医療機関によるＰＣＲ検査センターが大幅

に強化されたことから、現在設置の予定はない

という答弁でありました。 

 橋本保健所管内の感染者数は、国の分科会が

提示した爆発的な感染拡大の指標２に近づき

つつあります。県内の四つの保健所で見ても、

橋本保健所管内が飛び抜けて感染者が多く出

ています。市民の間に大変な不安が広がってい

ます。 

 県内の医療機関で検査体制が強化されてい

ると言われるが、橋本保健所管内の医療機関で

見て、ＰＣＲ検査体制が強化されているのか、

具体的に説明してください。 

 県では強化されていると言われるが、現実、

私らが住んでいるこの橋本保健所管内でＰＣ

Ｒ検査が強化されているのか、お聞きしたいと

思います。もしそうでなかったら、ＰＣＲ検査

センターの設置が必要だと思うんですが、いか

がでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）基本的には県が

整備計画によって決めていくことですので、橋

本管内だけがセンターを設置するというわけ

にはいかないと考えております。 

 ただ、先ほどの答弁にもありましたように、

当初９月時点で、10月１日時点ですけども、検

査可能件数が775件から、ピーク時では最大で

3,808件に増えているということで、県内全体

ではＰＣＲ検査の整備が非常に進んでいると

感じております。 
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 それと、橋本市内でも、医療機関については

名前は出せないんですけども、ＰＣＲ検査を行

える機関、医療機関が増えているということで、

今回の県の判断になったと感じております。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）今の答弁は分かるんです

が、橋本保健所管内での医療機関の検査体制が

本当に強化されているかどうか、ものすごい不

安なんですが、県全体ではそういうふうにおっ

しゃるか分かりませんけど、私らが実際に住ん

でいるこの橋本保健所管内での検査体制が具

体的に強化されているというのは、ちょっとお

聞きしたいと思うんですが。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）今申しましたよ

うに、医療機関の名前は言えないんですけども、

医療体制が非常に整っているということで、橋

本保健所が検査センターではなしに、かかりつ

け医からとか、その辺の違うＰＣＲの検査の体

制を整えてきたということで、橋本保健所が判

断しましたので、橋本管内についても整備が非

常に整っていると思っております。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）今日調べたんですが、橋

本保健所管内の感染者の数は、はじめから数え

ていくと96人ありまして、この11月を見ていて

も飛び抜けて多い。 

 和歌山県の、先ほど言いました10万人当たり

の感染者数なんですが、ここに書いていますん

ですけど、10万人当たりで見ると、和歌山県の

約、県全体で見ても、10万人当たりの感染者数

の割合は、橋本保健所管内は倍であります。倍

以上出ています。 

 そんな状況で本当にこの先安心できるのか、

すごく心配なんですが、どんどん感染者数が増

えていく中で、ＰＣＲ検査センターをもう作る

必要ないような気はしないと思うんですが、ど

のように見ておられますか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）繰り返しになり

ますけども、ＰＣＲセンターの場合は、医療機

関の整備があまり整っていないということで

ＰＣＲ検査センターを設置するということで

したけども、10月１日以降、非常に医療機関の

ほうが充実してきましたので、センターからほ

かの形に、保健所が、県の方針が変わったとい

うことですので、今後感染が拡大してくれば、

また違う整備も、また違う対策も考えていくと

思うんですけども、今の状況ではこの方法がベ

ストだと考えております。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）状況によっては検査セン

ターも、必要性が出てきた場合はやらなくては

ならないということが、県とも相談しながら、

その必要性が出てきたら設置できる方向で協

議を進めていただけるようお願いしたいと思

います。 

 一つ目はこれで終わります。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目２、結

婚新生活支援事業に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）結婚新生活支援

事業についてお答えいたします。 

 橋本市は人口減少に歯止めをかけるため、少

子化対策の一環として平成23年度から平成29

年度まで結婚支援事業を行っており、平成28年

度と平成29年度は地域少子化対策重点推進交

付金を活用し、男女の出会いはもちろん、郷土

愛の醸成も目的とし、橋本市の魅力に出会い再

発見につながるイベントを、はしもとｄｅ婚パ

と称して、結婚支援事業を行ってまいりました。 

 その他、夫婦どちらかが39歳以下かつ市外か

らの転入の若年層夫婦が住宅を新築した場合

に、転入夫婦新築住宅取得補助金を交付してい
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ます。 

 議員ご提案の地域少子化対策重点推進交付

金を活用した結婚新生活支援事業は、結婚に伴

う新生活のスタートアップにかかるコストを

軽減するために平成28年度から始まっており、

現在、県内では、和歌山市、由良町の２市町が

実施しています。 

 本市としましては、結婚新生活支援事業を導

入した場合に、市内在住者や夫婦どちらかが市

外からの転入であっても補助できる対象とな

り、より定住人口の確保と少子化対策に資する

ことができると考えています。 

 予算を確保していないことや対象者が極め

て限定的になることから、今年度から実施する

ことはできませんが、今後、国や県の動向を見

ながら前向きに検討していきたいと考えてい

ますので、ご理解いただきますようお願いしま

す。 

○議長（土井裕美子君）10番 高本さん、再質

問ありますか。 

 10番 高本さん。 

○10番（髙本勝次君）一点目をお聞きします。 

 国のほうで来年度から今の制度の条件を緩

和して、年齢条件を39歳以下、年収は約540万

円未満、補助は上限、倍の60万円と、そういう

計画で、今、国の予算が通れば、それが実施さ

れる方向になっています。経済的理由で結婚を

諦めることがないようにと後押しするために

つくられた制度であります。 

 政府のほうも前向きに、こういった年齢条件

の緩和、年収や上限を60万円ということで計画

を進めようとしておりますので、もうそういっ

た前向きの検討を進めている中で、今、この制

度の見直しが行われようとしています。 

 今度、本市で前向きの検討ということであり

ますが、実際これを制度としてやっていこうと

したら、具体的にどういった条件が揃わないと

実施できないのか、説明していただけたらと思

います。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員おただしの

件についてお答えさせていただきます。 

 まず、この制度を実施するとなると、優位な

補助制度になるように活用するとなれば、県が

モデル的に認めていただかなければならない

という条件が出てきます。仮に県が認められな

ければ本市の負担額が増えるという、そういう

状況にあります。 

 したがって、前向きに検討する中で、県関係

機関とも十分調整をしながら、本市として優位

な制度となるよう検討を行いたいと思います

ので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）県のモデル事業というこ

となんですが、今、感触をつかんでいるところ

で、県の動きはどんなふうになっていますか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）現段階で和歌山

県は前向きに検討をいただいています。 

 ただし、大阪府等周辺の自治体においても前

向きに検討されておりますので、必ずしも和歌

山県が採択されるという状況は、現時点では分

からないところです。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）ぜひ、若者の人口減少は

やっぱり食い止めていくことがすごく大事と

思いますので、何とか前向きの検討ということ

でありますので、本市でもぜひともこれ実施し

ていただいて、やっぱりこの和歌山県下、他市

に対しても、橋本がやったということになれば、

やっぱり自分たちも、自分とこの自治体も考え

ていこうということになっていくと思います

ので、率先して橋本市が実施していただけるよ

うに、前向きに、前向きというか実際やるよう

な方向で進めていただけるようにお願いした

いと思います。 
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 もう一点ちょっとお聞きしたいんですが、橋

本市は年間約500人の人口減少が起こっており、

そうした中で、若者定住で人口減少を少しでも

食い止めるためにも、結婚新生活支援世帯の定

住は極めて重要だと思います。 

 今、非正規で働く人、年収の少ない若者が少

なくありません。住み続けてもらうために、行

政として手助けできることは少しでもしてあ

げたいという熱意を示していくこともすごく

大事であります。 

 この結婚新生活支援事業をぜひとも実施し

ていただきたいという思いでありますが、この

件についてちょっと市長のほうからお考えが

ありましたら、お聞きしたいと思います。ご指

名してあれですが。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）高本議員の質問にお答え

します。 

 私も大変必要な事業かなというふうには思

っています。ただ、菅内閣総理大臣がちょっと

補助金を上乗せしてという話を政府・与党の中

でやってもらったと、国会でも表明したと思う

んですけども、ただ、まだ具体的なところとい

うのが国のほうからまだ示されていない。 

 ですから、やはり国がきちっと制度設計をし

て、予算をつけて、そして、県がそれを承認し

てということになれば、事業をしていけるのか

なというふうに思っています。 

 今の段階では本当によく分からないんです。

これをやりますと言っていただいてあるんで

すけど、それの、では制度設計は、予算はどう

するんやというところの部分が、まだもう一つ

はっきりしていませんし、今後、和歌山県がそ

れを認められたとしたら何とか取り組んでい

きたいというふうに思っていますので、ちょっ

と国・県の動向を見ながら決定していきたいと

いうふうに思っていますので、ご理解よろしく

お願いします。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）こういう制度があるとい

うことも私も長く知らなかったもので、すごく

これいい制度だなと思いますので、何とか実施

できたらと思いますので、ほんまにもう、もっ

ともっと前向きに、国は一体どうしてるんや、

県はどうしてるんやいうて後押しするぐらい

の勢いで進めていただいて、やっぱり和歌山市

でもこないして、そんな大きな金額と違います、

先ほど言いましたとおり。ほんまにこの500万

円そこらで三十何人の人が残っているわけで

すから、すごくこれは人口減少を食い止めるプ

ラスになると思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 これで二つ目は終わります。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目３、公

民館等公共施設使用料負担増の計画に対する

答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（阪口浩章君）登壇〕 

○教育部長（阪口浩章君）おはようございます。 

 公民館等公共施設使用料負担増の計画につ

いてお答えします。 

 まず、一点目の団体数ですが、令和２年11月

現在、社会教育関係団体が、文化の部で120団

体、スポーツの部で38団体の合計158団体、公

民館サークルは286団体となっています。 

 次に、二点目の、説明会への参加者数につい

ては、まず、令和２年１月に使用料等の見直し

にあたり、その目的、趣旨を示す説明会を計４

回開催し、公民館運営委員及びサークル代表者

の665名に対し、274名の方にご参加いただきま

した。 

 令和２年３月には、新型コロナウイルス感染

症が拡大したため、社会教育関係団体、社会体

育施設及び文教施設利用団体の計317団体には

説明資料を送付し、書面にてご意見を頂きまし
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た。 

 次に、令和２年８月には具体的な見直し案を

示す計９回の説明会を開催し、社会教育関係団

体、公民館サークルのほか、社会体育施設及び

文教施設利用団体も加え、合計577団体に案内

をし、366団体の方にご参加いただきました。 

 説明会での主なご意見としては、使用料を負

担することになれば利用率が減るのではない

か、高齢者から使用料を徴収することへの懸念

など、今後の公民館活動を心配するご意見をい

ただきました。 

 また、使用料負担はやむを得ないが、サーク

ル活動をやめる方がないように工夫を凝らし

た活動となるよう検討されたい、収入を得るこ

とで維持管理の質が向上することを期待する

など、見直し後の公民館活動を期待するといっ

たご意見も頂きました。 

 これらの意見に対して、頂いたご意見を参考

として、社会教育活動におけるサービスを今後

も継続していくためにもご協力をお願いした

いと回答しました。 

 また、自分たちの活動が減免の対象になるの

か知りたいといったご質問も多く頂きました

ので、今後、ガイドラインを作成する予定であ

ることをお伝えしました。 

 次に、参加されなかった団体への対応につい

てですが、あらかじめ説明会の開催日を複数設

定して、なるべく多くの団体にご参加いただけ

るよう配慮するとともに、資料及び意見書を送

付し、欠席される場合は、ファクス、メールで

ご意見を頂くよう案内文でお願いし、ご意見を

頂いたところです。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん、再質

問ありますか。 

 10番 高本さん。 

○10番（髙本勝次君）そうしたら、一点目にち

ょっとお聞きします。 

 社会教育法第20条で、こういうように書いて

います。公民館は市町村その他一定区域内の住

民のために、実際生活に即する教育、学術及び

文化に関する各種の事業を行い、もって住民の

教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、

生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与するこ

とを目的とするとあります。地方公共団体の責

務として、生涯学習の振興に寄与することとな

るよう努めるものとするとあります。 

 本年８月５日に開催された第１回橋本市立

公民館運営審議会の会議で出された質問にこ

れがありまして、社会教育委員会会議で公民館

使用料等の見直しの件について説明されてい

ますかというご質問があったようであります

が、そのとき教育部長は、しておりますと答え

ています。 

 そこでお聞きしたいんですが、いつ行われた

社会教育委員会の会議で説明されたのか、また、

どういう意見が出されたのか、お聞きしたいと

思います。もう１個付け加えて申し上げたいん

ですが、調べてみたらちょっと分からなくて申

し訳ないんですが、社会教育委員会の会議は傍

聴に参加することができるのか、お聞きしたい

と思います。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）ただ今のご質問にお

答えします。 

 まず、社会教育委員への説明なんですけども、

まず、８月12日に役員の皆さんに、２名の方な

んですけども、ご説明をさせていただきました。

それを踏まえて、10月27日に社会教育委員会議

におきまして説明、報告をさせていただいてご

ざいます。 

 それから、一般傍聴の件につきましては、後

ほど回答させていただきます。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）お聞きしたことにおっし

ゃってないんですが、どういう意見が社会教育

委員会の会議で出されたのか、お聞きしたいと
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思います。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）社会教育委員のご意

見として頂いた分でございます。 

 まず、今回の見直し全般に関しまして、やは

り、どのような経過で説明をされてきたのかと

いうことについて言われております。 

 それにつきましては、これまで、令和元年度、

また、令和２年度にかけてやってまいりました

説明会、それから８月に、先ほど答弁でも申し

上げましたように、説明会、具体的な見直し案

ということでやっていくということも説明を

させていただいてございます。 

 その上で、ご意見ですけども、生涯学習活動

の抑制に、つまり生涯学習活動が低下しないよ

うに工夫をしてほしい。社会教育関係団体、今、

減免対象となっております団体になるんです

けども、の位置づけを改めて整理する必要があ

る。それから、基金ということで、これまた議

案のほうでも別途提案をさせていただいてお

りますけども、基金への積上げについては市全

体で負担する考えもあるというようなご意見

を頂いております。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）もう一点お聞きしたいん

ですが、公民館は住民の自発的な学習活動を奨

励し援助することが重要であることから、個人

やグループの交流の場を積極的に提供したり、

自発的な学習グループをつくるきっかけづく

りという育成援助に努める必要があると文部

科学省でも言っています。 

 公民館サークルが市内に286あるということ

が先ほど答弁にありましたが、これらのサーク

ルは、はじめに言いましたように、社会教育法

第20条で言っている、健康の増進、生活文化の

振興、社会福祉の増進に寄与してきたと思いま

すが、実際、教育委員会として、これ自身は、

286あるサークル自身が、今、社会教育法第20

条で言っているような活動をしてきていると

私は思うんですが、実際どのように受け止めて

理解されているのか、少しお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）公民館で活動してい

ただいております286のサークルの皆さまにつ

きましては、先ほど議員もご指摘ございました

ように、社会教育法第20条の趣旨の目的に沿っ

た、様々な教育的な活動をしていただいており

ます。 

 さらに、今年の令和２年３月議会におきまし

て、11番議員のほうからも一般質問を頂いてお

りまして、その際には、サークル活動というこ

とにつきましては、地域の暮らしや文化を豊か

に育んでいくための中心的な役割を果たして

いただいておるというふうに答弁をさせてい

ただいてございます。今もその気持ちには何ら

変わりはございません。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）趣味とか文化活動、いろ

いろなサークルがあると思うんですが、それぞ

れやっぱり、それぞれの思いが一致してそうい

うサークルをつくって活動していると思うん

です。 

 だから、心情的にやっぱり、それを支えてい

くという市の姿勢が大事かと思うので、そうい

う意味での側面的なあたり方というか、そうい

うことはすごく大事と思うので、使用料の問題

は言いませんが、もうそういったことを考えな

がら、やっぱり育成していくことが大事かと思

いますので、ご検討よろしくお願いしたいと思

います。 

 これで三つ目を終わります。 

○議長（土井裕美子君）ちょっとお待ちくださ

い。答弁保留の部分がございますが。 

 それでは、今、調査中でございますので、次

の項目に行かせていただきます。 
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 それでは、次に、質問項目４、本市の森林整

備に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）本市の森林整備

についてお答えします。 

 議員おただしのとおり、全国的にナラ枯れ被

害が広がりを見せる中、本市の森林においても

同様の被害が多く発生します。 

 ここでナラ枯れについて補足しますと、ナラ、

カシ等の広葉樹に寄生し樹木を弱らせるナラ

菌という病原菌と、それを媒介する害虫である

カシノナガキクイムシの繁殖が原因となって

おり、ナラ菌の作用と幼虫による食害で樹木が

水を吸い上げられなくなり枯れてしまうとい

うもので、冬の間に幼虫が樹木の中身を食べ、

春に体長５㎜ほどの成虫に羽化した後、新しい

樹木に産卵すると同時に、ナラ菌も感染させる

という仕組みで、水面に広がる波紋のように被

害が各地に広がってきました。 

 現在のところ、ナラ枯れには特効薬となるよ

うな対策は確立されておらず、基本的に被害木

を伐採、成虫がほかに飛散しないようにシート

密封し、燻蒸処理等をすることになります。 

 この対策は県の補助制度を利用することは

できますが、森林所有者が実施しなければなら

ず、対応に苦慮しているところです。 

 議員おただしの通称松尾道は、県道112号九

重名倉線であり、歩行者や通行車両等の安全対

策については、道路管理者である県の判断によ

るところとなります。 

 松尾道におけるナラ枯れ被害については伊

都振興局も既に把握しているところですが、被

害を受けた木々の多くは道路に隣接する山林

等に自生したもので、隣接山林に生えている樹

木は山林所有者の財産であることから、安全対

策といっても、行政が無断で伐採等を行うこと

はできません。 

 このことから、現在の本市の対応としては、

森林の場所等に関わらず、被害木について市民

から相談を受けた場合、森林の所有者を特定し、

文書通知により伐採等をお願いするのに併せ、

県補助制度や伐採事業者の紹介を行っていま

す。 

 現在のところ、市民の方からの情報提供件数

は僅かではありますが、森林が持つ多面的機能

の発揮と防災面の観点からも豊かな森林の育

成は必要であり、今後ますます被害木が増加し、

市民の皆さまを危険にさらす可能性のある箇

所が増加することにも備え、補助事業等の交付

主体である県とも密に連携しながら、引き続き、

市ホームページ等による啓発活動により情報

提供件数を増やすことができるよう努めたい

と考えています。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん、再質

問ありますか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）まず、はじめに、一点目

ですが、この質問をするにあたって、いろいろ

担当課でもお話をさせていただきまして、先日、

忙しい中、部長をはじめ担当課の皆さんと一緒

にこの現場、ナラ枯れの現場を見ていただきま

したので、その節はご苦労さまで、ありがとう

ございました。 

 県道九重名倉線である通称松尾道は、地域住

民の散歩道にもなっており、通行車両もありま

す。道路にまで伸びているナラ枯れなどの木が

あります。倒れたり折れたりしたときの事故も

想定されます。 

 対策については、ご答弁にありました、森林

の所有者を特定し、文書通知により伐採等をお

願いするのに併せ、県の補助制度や伐採事業者

の紹介を行うと先ほどありました。 

 かなり大きな木でありますので、伐採費用も

相当かかるかと思います。所有者の負担ででき

ない場合もあるのではないかと思います。 
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 そんなことで市民への被害も想定されるわ

けでありますので、県の担当課、市当局も入っ

て、所有者の事情をよく聞いていただいて協議

していかないと解決できないと思いますが、そ

ういった協議の場を持っていただけるように

進めていただきたいと思いますが、いかがでし

ょう。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員おただしの

とおりでありまして、そういった木々を所有し

ている地権者の方には、危険な樹木であるとい

う認識を持っていただいて、伐採等の手続きを

踏む中で、市、それから県と共同になりまして、

補助制度や事業所の紹介に努めたいと思いま

すので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）かなりの費用がかかると

思います。かなり大きな木でありますので、あ

んたが持ち主やから何とかしなさいと、なかな

か補助金もらっても、少ない補助金だと思いま

すので、解決できないと思いますので、もう本

当によく何とかお話していただいて、対策を講

じていかないと、散歩道の道でありますので、

まずはここから解決していただきたいと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 続いてお聞きしたいんですが、森林のナラ枯

れなどの被害が広がることによって、災害、土

砂災害のほうも想定されます。 

 橋本市森林整備計画に基づいて、県と協議し

ながら進めていくものと思いますが、市民の安

心・安全な生活、財産を守ることは極めて大事

であります。 

 風水害、土砂災害など、防災の面からも、か

なり不安があります。対策は、国及び県が主体

的に対応するものでありますが、そういうとこ

ろが対応することになっておりますが、本市と

しての対応の仕方というんですか、どのような

対応の仕方で進めていくのか、お聞きしたいと

思います。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）壇上でも答弁さ

せていただきましたところを、一部補足しなが

ら具体的な例を挙げて説明をさせていただき

ます。 

 例えば、先ほど議員おただしの、松尾道にお

けるナラ枯れの現状ですが、今、26本が枯れて

いるという状況をつかんでおります。そういっ

た中で、県が主体的に伐採をできるという、県

の敷地内にあるものについてはゼロ本です。 

 ということは、この26本の地権者について、

改めて、先ほど来ご説明をさせていただいてい

るような手続きを踏んでいくことになります。 

 市全体での被害状況等、具体的な通報等は、

今、壇上で申し上げたとおり、まだまだ少ない

状況でもありますが、こういったことの周知に

ついては、地域の皆さんが意識を持って、ここ

が危険だよというような情報をまず頂くこと

からスタートすると思います。 

 危機管理監、危機管理室とも情報共有しなが

ら、市全体として市道の管理区域も含めて、情

報をつかんで対応をまずはしていきたいと、そ

んなふうに考えておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）今、答弁いただきました

ように、状況は本当に、これ地震でも起こった

ら折れるん違うかなという感じもします、現場

を見に行ったら。 

 そういう意味で、何とか早期に解決できる方

向で、地権者と一緒になって相談していただい

て、できるだけ早く解決できるような方向で、

大変ですが、よく分かりますが、ちょっと努力

していただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（土井裕美子君）先ほど、高本議員の質

問項目の３で保留をしておりました答弁がご



－33－ 

ざいますので、答弁をお願いいたします。 

 教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）先ほど答弁を保留さ

せていただいておりました社会教育委員会議

の一般傍聴についてでございます。 

 現在、社会教育委員会議におきましては、社

会教育委員の設置等に関する条例及び、これは

教育委員会規則になるんですけども、社会教育

委員会議運営規則によりまして、会議が実施さ

れております。 

 このどちらの例規にも傍聴の規定はござい

ませんので、現在は一般傍聴は実施しておりま

せん。 

 以上でございます。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん、再質

問ありますか、今の件に関しまして。まだ時間

ございますので、時間いっぱい使っていただい

て結構でございます。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）市の関係する協議会とか

審議会とかはもう一般的に傍聴できるのが普

通でありますので、それはちょっと、教育委員

会も傍聴できますし、ぜひ傍聴できるように直

していただいて、検討していただけるように、

くれぐれもお願いしたいと思います。よろしく

お願いします。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）教育委員会におきま

して、今後、傍聴につきまして検討を進めたい

というふうに考えております。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん、よろ

しいですか。 

○10番（髙本勝次君）はい。 

○議長（土井裕美子君）それでは、10番 髙本

さんの一般質問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時35分 休憩） 

     

       

 


